




























テーマとして，他の分野の，医学系研究科 ( 医学 )，



































005 年 3 月から 006 年 0 月までに金沢大学に到来したメールの内訳を表しています．この図から分かるように，
005 年 3 月では  日当りの全到来メール約 4 万件中，約  ～ 3 万件を spam メールと判断しています．そして
spam メール数は急激に増加の一途を辿り，006 年 0 月では全到来メール約 8 万件中 6 ～  万件を spam メー
ルと判断しています．このように昨春から今秋までで spam メール数は約 8 倍に膨れ上がっており，非常に深刻な
状況になっています．
さらに図の折れ線グラフは spam メールの実在アドレス宛の割合を示しています．005 年 3 月では検知した

















金沢大学ではメール配送経路の途中に spam チェッカを設け，spam と判断したメールは隔離を行い，ユーザの




図１ 金沢大学への全到来メール数及び spam メールの実在アドレス宛の割合
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